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●
昭
和
三

十
六
年

四
月
か

ら
国
民

の

l
人

残
ら
ず

が
保
険

に
加
入

す
る
こ

と
に
な

っ

て

い

ま
す
。

こ
の
こ

と
を
「

皆
保
険

レ
と
い

っ

て

い

ま
す
が

、

私
た

ち

全
国

民
が
保

合
ハ
こ
ま

n
n
．
　
“

い

り
ま

す

と
病

気

や
け

が
を
し

て

医
者

に
か
か

る
場
合

は
す

べ

て

保
険

に
よ
っ

て

治
療

す
る
こ

と
が
で

岳
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す

◎
私

た
ち

は
毎
日
健
康
で
あ

る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
が

、

生
身
の
体
で
あ
る
以
上
、

い

つ
病
気
や
け
が
を
す
る
か

わ
か

り
ま
せ
ん
o
そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
場
合
い
つ
で
も

安
心

し
て
早
期
に
充
分
な
治

療

を
う
け
ら
れ
る
し
く
み
が

r
国
民
健
康
保
険
」
の
制
度
で

す
。◎
「
国
民
健
康
保
険
」
の
仕
事

は
私

た

ち
の
住
ん
で
い
る
市

町
村
の

役
場
で
行

な
っ
て
い

ま
す
が
鹿
児
島
県
で
は
、

四

月
一
日
現
在

　

五
十
四
市
町
村

　

二
組
合
（
医
師
歯
科
医
師
）

が
実
施
し
て
い
ま
す
。
の
こ

り
の
市
町
村
も
当
然
来
年
の

四
月
か
ら
は
実
、
施
し
な
け
れ

ぽ
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
そ

し
て
こ
の
仕
事
に
必
要

な
費
用
は
、
医
療
費
の
二
割

の

国
庫
負
担
と
五
分
の
調
整

交
付
金
の

ほ

か
、
事
業
実
施

に
必
要

な
事
務
安
の
全
額
に

つ
い
て

国
庫
補
助
が
あ
り
、

ま
た
保
健
婦
設
置
費
や
直
営

診
療
施
設
設
置
費
の
三
分
の

一
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て

い
ま
す
。

⑨
，
国
民
健
康
保
険
一
は
市
町

村
の

住
民

の

健
康

と
公
共
の

福
祉
の
た
め
に
行
う
も
の
で

、

讃
慶
○
り
健
覆

険

な
ど
の
加
人
者
以
外
の
人

は
全
部

こ
の
「
国
民
健
康
保

険
」
に
は
い
ら
な
け
れ
ぽ
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
加
入
者
を
被
保

険
加
人
者

と
よ
ん
で
い
ま
す

が
’
被
保
険
者
の
う
け
る
利

益

の
う
ち
で
一
番
大
き
な
も

の

は
療
養
の
給
付
で
す
。
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
、
保

険
の
費
用
で
ム
ー
療
を
受
け
る

も
の
で
す
o

　
そ
の

給
付
の
内
容
は
、
診

察
、
薬
剤
ま
た
は
治
療
材
料

の

支
給
、
手
術
そ
の
他
の
治

療
、
あ
る
い
は
入
院
な
ど
が

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
o
　

な
お
そ
の
ほ
か
、
お
産
や

死
亡

な
ど
の
と
き
も
一
定
の

給
付
金
が
う
け
ら
れ
る
よ
う

に

な
っ
て
い
ま
す
o
こ
れ
ら

を

助
産
費
葬
祭
費
と
い
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
戦
前
の
「
国
民
健
康

保
険
」
で
は
、
薬
の
使
用
や

治
療
に
は
い
ろ
い
ろ
な
制
限

が

加
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が

、

い

ま
で
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
つ
ぎ
に
一
，
国
民
健
康
保
険
一

が

実
施
さ
れ
る
と
私
た
ち
は

当
然
、
掛
金
（
保
険
税
）
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
前
に
も
お
話
し
し
ま
し
た

よ
う
に
国
や
県
か
ら
補
助
金

が
で

ま
す
が
そ
の
他
の
費
用

は
保
険
税
で
ま
か
な
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
保
険
税
の
う
ち
半
分

は
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
や
財
産

に
応
じ
残
り
の
半
分
は
保
険

か

ら
受
け
る
利
益
に
応
じ
て

決

め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

昭
和

三
十
四

年
四
月
現
在
、

年
平
均
の
保
険
税
は
次
の
と

お

り
と
な
つ
て
い
ま
す
。

全
国
平
均

　一

世
帯
二
、
九
八
八
円

一
人
　
　
　
六
四
五
円

本
県
平
均

　
一
世
帯
二
、
一
八
一
円

　
一
人
　
　
　
四
七
八
円

◎
以
上
の
よ
う
に
「
国
民
健

康
保
険
」
は
国
の
授
助
を
受

け
て
住
民
が
お
互
い
に
助
け

あ
う
共
済
制
度
で
あ
り
健
康

で

明
る
い
社
会
を
保
障
す
る

い

わ
ゆ

る
社
会
保
障
制
度
の

基
本

を
な
す
制
度
で
す
o

　
健
康
こ
そ
明
る
い
生
活
の

第
一
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
を

支
え
る
も
の
は
、
　
一
国
民
健

康
保
険
」
と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

※
大

根

占
町
で
は
、
こ
と
し

の

十

月
一
日
か
ら
実
施
す
る

こ
と
を
目
標
に
準
備
を
す
す

め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
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再

健
へ
堅
実
な
歩
み

両
農
協

の

総
会
お
わ
る

　

大
根
占
町
農
業
協
同
組
合

で
は
四

月
十
三
日
、
葉
た
ば

こ
取
納
寵
で
第
十
二
回
通
常

　

☆
を
開
催
、
決
算
及
び
事

」
一
画
を
審
議
決
定
の
の
ち

、

役
U
改
込
を
行
つ
た
。

　

同
農
協
は
再
建
整
備
第
五

年
1
1
を
む
か
え
、
事
業
は
着

力
に
伸
び
、
組
合
員
も
増
加

し
て
き
て
お
り
’
三
十
四
年

に

巾
‥
は
ほ
は
計
画
高
を
達

成

あ
る
い
は
部
門
に
よ
っ
て

は

一
同
を
上
ま
わ
る
実
績
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

で

改
選

さ
れ
た
役
員
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表

押
領
司
　
国
雄

白
井
　
政
吉

坂

口
　
不
二
郎

福
園
　
源
助

松
元
　
清
二

　
彰

1
、
安
水
　
ミ
ツ
　
ニ
ニ
俵

2
、
安
水
　
　
一
　
二
〇
〃

〃
、

厚
ケ
瀬
勇
熊
二
〇
ク

3
、
安
水
　
茂
助
　
一
九
〃

◎

努
力
賞

◇
綜
合
成
績

　
命
苫
、
協
和
、
安
水
、
壱

　
崎
、
塩
屋
二
区

◇

義
務
成
績

　
松
坂
、
協
和
、
上
ノ
宇
都

　
塩

屋
一
、
二
区
　
命
苫

◎

共
済
表
彰

1
馬
場
中
原
、
神
之
浜

2
塩
屋
二
区

3
山
添
、
川
南
、
厚
ケ
瀬

　
’
六
反
田
、
宮
脇

◎
地
区
表
彰

　
一
位
　
鳥
浜
地
区

　
二
位
　
宿
利
原
地
区

◎

優
良
部
落

1
烏
浜
2
宿
利
原
3
上
ノ
宇
都

（
》
　
義
務
一
兀
逐
加
叩
落

鳥
浜
、
厚
ケ
瀬
、
宿
利
原
、

安
水
、
壱
崎

◎

個
人
表
彰

　

◇
生
甘
藷

1
厚
ケ
瀬
勇
熊
一
二
一
八
〇
貫

2
黒
瀬
亀
吉
　
八
七
六
〇
〃

3
永
吉
友
次
　
五
八
八
〇
〃

◇

な
た
ね

神
川
農
業
協
同
組
合
で
は

四

月
十
日
、
神
川
小
学
校
で

第
十
二
回
通
常
総
会
を
開
催

、

決
算
を
承
認
し
、
新
年
度

の

事
業
計
画
を
決
め
た
。

同
農
協
は
、
設
立
以
来
は

じ
め
て
全
事
業
の
計
画
に
対

し
一
〇
〇
％
以
上
の
成
績
を

あ
げ
、
剰
余
金
も
計
画
の
一

五
〇
％
を
達
成
、
欠
損
金
補

て

ん

も
計
画
よ
り
早
く
で
き

る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
順
調
な
道
を
た
ど
つ
て

い

る
の
は
、
組
合
員
の
根
強

い

協
力
と
、
と
く
に
青
壮
年

部
、
婦
人
部
の
活
溌
な
活
動

が
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

同
農
協
て
は
t
組
合
経
営

が
安
定

し
て
き
た
の
で
、
今

後
は
農
協
、
農
家
の
体
質
改

善
に
力
を
い
れ
’
と
く
に
畜

産
、
果
樹
の
振
興
、
甘
藷
増

収
　
早
期
水
陸
稲
の
安
定
に

重
点

を
お
き
、
組
合
員
一
人

く
の
所
得
の
増
加
に
努
力

す

る
方
針
で
あ
る
。

※
　
表
　
彰

◎
綜
合
成
績

神
川
城
小
組
合

◎

畜
産
品

評
会

皆
倉
小
組
合

　
　
の

請

　

方

は

　
1
祉
年
金
は
去
る
三
月
三

日
に
始
め
て
支
給
さ
れ
、
今

後
毎
年
五
月
、
九
月
、
一
月

の

各
月
六
日
に
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
を
始
め
て

受
け
た
人
は
’
昭
和
三
十
四

年
十
一
月
一
日
で
、

①
満
七
十
歳
以
上
の
老
令
福

祉
年
金
。
②
身
体
障
害
一
級

に
該
当
し
た
障
害
福
祉
年
金

o

③
夫
の

死
亡
し
た
妻
と
、

そ

の
子
が

中
学
生
以
下
の
子

求

が

す

ん

で

い

あ
り
ま
せ
ん
か
な
い

の

い

る
世
帯
で
あ
る
母
子
福

祉
年
金
。
の
裁
定
者
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
福
祉
年
金
は
こ
れ
か

ら
先
も
（
昭
和
三
十
四
年
十

l
月
l
日
で
終
っ
た
の
で
は

な
い
こ
と
）
。
そ
れ
ぞ
れ
次

の

と
お
り
受
給
権
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
そ
の
と
き
は
、

す
ぐ
年
金
請
求
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

r
厚
生
大
r
負

　
が
ち
レ
つ
い
て
…
」

26

日
か
ら

腸
パ
ラ
予
防
注
射

い

よ
い
よ
赤
痢
、
腸
チ
ブ
ス

な
ど
伝
染
病
発
生
の
時
期
と

な
り
ま
す
の
で
、
次
の
と
お

り
予
防
注
射
を
実
施
叩

し
ま
す
。
み
ん
な
注
い

射
を
う
け
て
く
だ
さ

い
o
一
、

予
防

注
射
を
す

　
　
る
人

1
、
生
後
3
6
ケ
月
か

ら
4
8
ケ
月
ま
で

の

幼
児
。
十
日
間
位
の
間
隔

で

3
回
行
う
。

2
、
満
4
才
か
ら
6
0
才
ま
で

の
者
。
一
回
行
う
。

二
、
注
射
を
す
る
日

第
一
回
目

5
月
2
6
日
　
大
根
占
校
区

5
月
2
7
日
　
神
川
校
区

　　
　
‘
e

一
、

老

令
福
祉
年
金
の
場
合
　
　
傷
病
の
程
度
が
一
級
に
該

　
あ
な
た
が
満
七
十
才
に
な
　
　
当
し
た
診
断
が
、
四
弓
二

　
ら
れ
た
と
き
。
　
　
　
　
　
　
十
日
の
場
合
は
そ
の
日
か

　
明
治
二
十
三
年
生
れ
の
方
　
　
ら
受
給
権
が
発
生
し
ま
す

　
は
，
本
年
は
す
べ
て
満
七
　
　
。
結
核
、
精
神
病
は
認
め

　
十
才
に
な
る
わ
け
で
す
が
　
　
ら
れ
ま
せ
ん
o

、

た

と
え
ば
’
五
月
十
日
　
三
、
母
子
福
祉
年
金
の
場
合

　
に
生
れ
た
方
は
五
月
十
日
　
　
中
学
生
以
下
の
子
の
い
る

　
に
受
給
権
が
発
生
し
ま
す
　
　
父
母
の
そ
ろ
っ
た
家
で
、

二
、
障
害
福
祉
年
金
の
場
合
　
　
父
が
死
亡
さ
れ
た
と
き
。

　
傷
病
の
初
診
日
と
、
な
お
　
　
例
え
ば
’
父
母
と
、
二
十

　
っ
た
日
が
、
昭
和
三
十
六
　
才
の
子
、
中
学
三
年
の
子

　
年
三
月
三
十
一
日
以
前
の
　
　
、
小
学
六
年
の
子
。
ま
た

　
方

は
、
そ
の
な
お
っ
た
日
　
　
は
父
母
と
’
六
つ
に
な
る

　
に
お

い

て
、
仁
害
程
度
が
　
　
子
。
な
ど
の
家
庭
で
、
不

　
一
級
に
該
当
す
る
状
態
に
　
　
幸
に
も
父
が
死
亡
し
た
と

　
あ
る
と
き
。
　
　
　
　
　
　
き
は
、
そ
の
父
が
死
亡
し

　
た

と
え
ば
、
昭
和
三
十
四
　
　
し
た
日
に
受
給
権
が
発
生

　
年
八

月
に
傷
病
に
か
か
り
　
　
し
ま
す
。
以
上
の
よ
う
な

　
、
医
師
の
診
断
を
受
け
（
　
　
方
で
ま
だ
請
求
し
て
い
な

　
こ
れ
を
初
診
日
と
い
う
）
　
　
い
方
’
ま
た
は
今
後
以
上

　
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
　
　
に
該
当
す
る
よ
う
に
な
ら

　
一
日
に
お
い
て
は
、
治
療
　
　
れ
た
方
は
、
そ
の
他
条
件

　
中
で
そ
の
傷
病
が
治
っ
た
　
　
も
あ
り
ま
す
が
’
大
部
分

　
場
合

に
、
何
級
の
傷
病
か
　
　
の
方
は
受
給
権
が
あ
り
ま

　
不

明
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
　
す
の
で
、
ご
面
倒
で
も
そ

　
傷
病
が
’
今
後
治
療
し
て
　
　
の
権
利
発
生
の
B
は
、
本

　
も
、
し
な
く
て
も
、
そ
れ
　
　
人
か
家
族
の
方
が
民
生
係

　
以

上

ど
う
に
も
な
ら
な
い
　
　
ま
で
お
出
で
頂
く
よ
う
お

　
症
状
（
固
定
し
た
と
い
う
　
　
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
）
に
な
つ
た
と
き
’
そ
の

X
・
、
Z
、
．
・
・
、
，
’
、
．
ζ
．
’
・
z
・
、
，
～
ご
ー
r
膓
ζ
．
ξ
夕
・
3
・
ち
’
、
Z
、
3
・
D
覧
夕
、
ぷ
宝
夕
亀
、
r
；
c
，
ζ
．
ξ
」
・
、
．
t
．
ξ
，
’
、
ζ
．
ζ
－
ぽ

？

「
注

意

一
秒

け
が
は
一
生
」
⌒

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

♂
　

五

月
十
五
日
か
ら
’
十
日
　
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
間
全
国
一
斉
に
春
の
交
通
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
故
防
止
運
動
が
展
開
さ
れ
る

5
月
3
0
日
　
池
田
校
区
　
　
報
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

5
月
3
1
日
　
宿
利
原
校
区
　
　
察
　
ど
う
し
て
こ
ん
な
運
動
が

＝

璽
翼
鵜
所
籔
鐘
耀
穰

四
、
注
射
の
料
金
　
　
　
　
　
一
人
を
越
し
て
佐
多
町
の
人
口

　
一
回
に
つ
き
拾
円
。
　
　
　
“
が
毎
年
死
亡
す
る
こ
と
に
な

．
蘂
雀
統
桧
縢
、
三
欝
藷
竃
］
．
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岬
の

原
因
は
酒
を
飲
ん
で
か
ら

軽
自
動
車
税
三
編
捻
題
警
嶽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭
無
資
格
運
転
が
多
い
よ
う
で

　
町

で

は
’
過
年
度
税
金
の
　
W
す
o
こ
の
よ
う
な
む
ざ
ん
な

滞
納
を

な
く
す
る
た
め
、
強
　
〔
交
通
事
故
を
な
く
す
る
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

い
て

次
の
こ
と
を
よ
く
守
る

制
執
行
の
準
備
を
す
す
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

W
一
般

の
方
々
に

　

お
た

が
い

に
気

ま
ず
い
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
1
、
r
人
は
右
、
車
は
左
」
の

い

を
す
る
よ
り
も
’
な
る
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

：i
　
交
通
道
徳
を

守
っ
て
く
だ

く
都
合
を
つ
け
て
、
早
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岬　
さ
さ
い
。

納
め
て
く
だ
さ
い
。
固
定
資
　
（
2
、
子
供
を
道
路
で
遊
ぽ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；i

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

産
税
第
一
期
の
納
期
は
四
月

末
ま
で
で
し
た
。
す
ん
で
い
　
晒
3
、
道
路
を
横
切
る
と
き
は

な
い
方
は
早
目
に
お
願
い
い
　
（
左
右
を
よ
く
見
て
車
が
来
な

た
し
ま
す
5
’
　
－
－
1
－
－
　
．
．
　
：
，
“
い
と
き
に
横
切
っ
て
く
だ
さ

　
め
て

子
供
の
安
全
交
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？

　
を
守
っ
て
や
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
W

6
、
速
度
制
限
区
域
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

か
な

ら
ず
速
度
を
ゆ
る
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　
∨

4
、
勝
手
に
道
路
に
商
品
《

台
、
空
箱
、
木
材
な
ど
｛

を

お
か
な
い
よ
う
k
J
、
　
：
．

お

く
と
き
は
か
な
ら
ず
｛

警
察
署
長
の
許
可
を
う
；
：
’

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
W

さ
い
。
　
　
　
　
　
配

事
業
主
や
運
転
老
の
方
L
J
　
；
；

1
、
車
は
毎
朝
業
主
の
立
W

合
で
仕
業
点
検
し
て
b
R
　
f
r

全
に

整
備
さ
れ
た
車
を
M

運
転
す

る
よ
う
に
　
　
｛

2
、
時
間
を
制
限
し
た
り
〉

、

充
分

な
す
い
み
ん
を
《

と
ら
せ
な
い
で
無
理
な
l
：

運
転
を
さ
せ
な
い
よ
う
k
J
　
：
，

3
、
酒
を
飲
ん
で
か
ら
は
W

絶

対
に
運
転
し
た
り
　
管

さ
せ
な
い
よ
う
に
察

4
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
警

人
を
乗
せ

な
い
よ
う
に
占

5
、
子
供
が
道
路
を
横
切
根

る
と
き
は
速
度
を
ゆ
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∨

戸
゜
；
～
～
～
く
ξ
”
・
ξ
・
’
°
－
－
－
i
．
“
．
I
l
、
ξ
ξ
．
’
・
◎
’
－
l
．
“
s
t
－
、
ξ
’
“
．
u
t
l
i
）
l
i
t
’
～
’
、
．
ξ
、
，
・
、
ξ
．
～
ζ
、
ξ
．
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会

長

に
脇

六
十
の
部
落
長
さ
ん
の
連
絡

協
議
会
が
、
新
部
落
長
の
決

定

と
同
時
に
、
こ
の
程
産
声

を

挙
げ

た
。
部
落
長
は
、
元

来
役
場
の

出
張
員
的
な
性
格

を
も
ち
、

　

1
、
町
行
政
の
伝
達
、
末

　

端
え
の
浸
透

　

2
、
諸
調
査
、
報
告
事
務

　

の
処
理

　

3
、
そ
の
他
町
役
場
と
町

　
民
と
の
間
の
諸
関
係
事
務

を
執
行
す

る
と
共
に
、
反
面

部
落
の
「
村
長
さ
ん
」
と
し
て

そ
の
中
心
と
な
り
、
部
落
自

治
行
政
の
推
進
を
図
つ
て
来

た
…
…
。

そ

の
内
’
こ
れ
等
部
落
の
「

村
長

さ
ん
方
」
に
幾
く
つ
も

の
共
通
す
る
課
題
が
あ
り
、

連
絡
協
調
し
て
行
か
ね
ば
な

部
落
長
の
髄
議
飾
を
結
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀

男

氏

就

任

ら
な
い
こ
と
が
ら
が
山
積
し

て

い

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て

来
た
、

　

豊
か
で

明
る
い
郷
土
を
村

づ
く
り
す
る
た
め
に
は
、
之

等
の
部
落
長
さ
ん
方
の
連
絡

協
調
の
組
織
を
W
り
、
部
落

間
に
む
ら
の
な
い
発
展
え
の

話

し
台
い
の
広
場
を
作
ら
ね

ば

　
・
と
云
う
声
が
高
ま
っ

て

来
た

の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
去
る
三
月
末
そ

の
当
時
の
部
蕗
長
で
一
応
の

組
織
機
構
の

概
略
を
決
め
，

新
部
落
長
の
決
定
と
同
時
に

新
役
員
を
決
定
し
て
発
足
す

る
運
び
に
な
っ
た
も
の
。

　
因
み
に
本
年
度
の
努
力
点

と
し
て

ー
、
部
落
組
織
の
合
理
的
整

　
備
強
化
と
部
落
間
の
連
絡

　

提
携

2
、
締
済
自
立
化
運
動
の
強

　

力
な
推
進
を
は
か
る
た
め

　
、
防
災
営
農
体
系
の
確
立

　

と
農
協
の
育
成
強
化
を
は

　

か
る
。

3
、
道
義
の
高
揚
を
図
り
、

　
時
間

尊
重
と
善
用
を
推
進

　
す

る
と
共
に
納
税
意
慾
の

　
高
揚
と
完
逐
の
促
進
を
は

　

か
る

等
三
点
を
取
り
上
げ

初
代
会
長

に
脇
秀
夫
氏

　

副
会
長
　
原
口
　
吉
蔵
氏

　
　
　
　
　
　

（
大

根
占
）

〃〃〃

　
牛
飼
　
直
吉
氏

　
　
　
　
（
神
川
）

　
牧
原
　
清
冶
氏

　
　
　
（
宿
利
原
）

押
領
司
　
国
夫
氏

　
　
　
　
（
池
田
）

外

に
監
査
員
四
名
を
校
区
毎

に
選
出
、
四
部
と
部
長
を
置

き
都
合
十
二
名
の
運
営
委
員

に

よ
っ
て
、
活
溌
な
活
動
を

展
開
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　

神
川
上
部
落
で
は
、
早
く

か

ら
歴
代
部
為
長
を
中
心
に

、

部
・
洛
会
、
農
協
青
壮
年
部

、

婦
人

会
、
青
年
団
、
子
供

会
等
各
種
団
体
が
そ
発
足

れ

人
＼
活
燈
な
村
作

り
活
動
を
行
い
、
家

つ

ぐ
り
、
部
治
作
り

に
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て

来
た
が

ー
、
部
落
の
紛
合
的

　
地
域
の

計
画

を
立

　

て

s
、
む
ら
の
な

　
い

部
落
の
振
興
を

　

は

か
る

2
、
産
巣
の
振
興
と

　
経

済
の
発
展
を
図

5
U
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　　　生
活

の

時

間
割
を
駈
駕
璽
嬬
ぽ
ガ

　　　　　　　町
婦

人

大

会
開
く
　
㎜
朗
鴇
熟
鷺
誤
齢

　
町
婦
人
会

で

は
、
去
る
四

月
二
十
四
日
大
根
占
小
学
校

講
堂
に
会
員
一
二
〇
〇
名
を

集
め
て
、
昭
和
三
十
五
年
婦

人
大
会
を
開
き

ー
、
昭
和
三
十
四
年
度
決
算

　
　
承
認

2
’
昭
和
三
十
五
年
度
活
動

　
　
方
針
、
事
業
計
画
及
予

　
　
算
の
承
認

3
、
新
役
員
の
承
認

4
、
優
良
部
落
婦
人
会
運
営

　
　
発
表

5
、
納
税
協
力
優
良
婦
人
会

　
　
の

表
彰
等
行
つ
た
後
、

県
R
会
教
育
主
事
、
小
倉
永

人

氏
の
「
新
し
い
社
会
生
活

と
婦
人
の
使
命
」
と
題
す
る

講
活
を
き
い
た
。

　
尚
本
年
度
の
活
動
方
針
、

事
業

計
画

の
概
要
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

ス

ロ

ー
カ
ン

一

生
活
の

時
間
割
を
’
そ
し

て

自
由
時
間
を
’
自
分
の
た

め

に
皆
ん
な
の
幸
の
た
め
に

」
を
、
努
力
目
標
と
し
て

ー
、
婦
人
会
の
自
主
的
活
動

と
運
営
の
民
主
化
を
は
か
る

2
’
明
る
い
家
庭
づ
く
り
と

rP
少
年
の
育
成
に
努
力
す
る

3
、
学
習
活
動
を
盛
ん
に
し

　

て
’
教
養
を
高
め
る
。

4
、
道
義
心
の
高
揚
を
図
る

5
、
各
穐
団
体
’
機
関
と
の

　
連
携
を
密
に
し
て
、
村
づ

す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。
因

み
に
本
年
度
の

町
及
校
区
の

新
役
員
は
次
の
通
り
で
あ
る

◎

町
婦
協

　
会
長
　
　
愛
甲

　

副
会
長
　
原
田

　

書
記
　
坪
内

　
会

訓
　
　
湯
田

◎

大
根
占
校
区

　
会
長
　
　
貴
島

　
副
会
長
　
西
原

◎

神
川
校
区

　
会
長
　
　
番
園

　

副
会
長

◎
池
田
校
区

　
会
長

　
副
会
長

◎

宿
利
原
校
区

　
会
長
　
　
牧
原

　

副
会
長
　
田
中

　
充
つ
る
よ

み
ね
和
子

くふ

にち

　
　
　
　
き
み

山
之
口
せ
つ
子

半
下
石
き
く
え

竹
之
内
き
ち
子

ま
す
え

さ
ち
子

神川上部落公民舘
舘長に岩下栄造氏

る
と
共
に
、
新
時
代
に
即

　
　
応
で
き
る
人
間
育
成

　
　
を

行
う

　
　

3
、
部
落
民
個
々
の

緊
密

に

し
て
’
部
落
民
の

協
同
精
神
を
養
う

等
を
実
現
す
る
た
め
に
、

こ
の
程
部
落
公
民
舘
を
組

織
す

る
こ
と
に
な
り
’
去

る
四
月
二
十
口
総
会
を

　
開
き

　

ー
、
舘
則
の
制
定

　

2
、
昭
和
三
十
五
年
度

　

努
力
目
標
月
別
事
業

　

計

画
の
決
定

　

3
、
予
算
案
の
承
認
な

　

ど
正
式
に
神
川
上
部
落

　
公

民
舘

と
し
て
、
発
足

　
を
す
る
こ
と
に
な
つ
た

　
。
新
し
く
選
ば
れ
た
公

　
民
舘
役
職
員
は
次
の
通

り
で
あ
る

　
舘
長
　
岩
．
㊦

　
主
事
　
福
永

1
、
総
務
部
長

2
、
産
業
部
長

栄
造
覚
造

主
事

兼
任

宮

川
正
明

　
　
　
　
　
一
青
年
団
の
正
、

記
醐
隠
臓
繍
濤
蘇
設
露
竃

興

し
て
纏
の
向
上
を
図
喝
＾
行
う
・
植
付
後
毒
苫
か

55、
簸
M
謬
鯵
、
エ
・
・
ク
ス
の
五
・
・
倍
液

部
落
長
連
協

発
足
に
当
っ
て

　

　

　

　

　

　

　
力
肋

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
地
域
社
会
の
中
で
私
達
が

最
も
身
近
か
に
置
か
れ
て
い

る
組
織
そ
れ
は
部
落
会
て
あ

り
ま
し
ょ
う
o
こ
う
し
た
部

落
を
高
度
な
町
民
と
し
て
の

憧
れ
を

実
現
せ
ん
が
た
め
に

ま
ず
大
根
占
町
部
－
．
旧
長
連
絡

協
議
会
が
誕
生
い
た
し
ま
し

た
。
し
か
も
本
ハ
ム
の
当
否
は

何
れ
に

し
て
も
町
民
の
批
判

が
盛
ん

に

な
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　

本
会
の
運

動

に
関
心

を

持
つ
人

々

の

増
加

を
示
す
こ

と
に
も
な

る
の
て
結

構
て
あ
り

　

秀
　
　
男

　

こ
と
に
本
会
が
過
去
を
か

え
り
み
将
来
を
思
い
町
民
の

生

沽
お
よ
び
心
情
を
深
く
思

う
と
き
、
本
運
動
の
囚
難
さ

を

痛
感
し
、
そ
れ
だ
け
に
本

運
動

の

必
要
の
切
実
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
の
て
あ
り
ま

す
。
そ
こ
て
本
会
に
与
え
ら

れ
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、
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叫
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あ
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と
う
し
た
ら
よ
い
の
か

　

と
い
う
こ
と
が
問
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な
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て
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右
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で
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。
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